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要旨

企業や機関との連携を生かした生活科における動物飼育を概観するとともに、特に地域の企業や機関との連携
に注目し、連携による効果と連携先との関係づくりの要諦について検討した。子どもの動物への愛着や命への責
任感、葛藤場面など自然な流れで学習活動が展開されたこと、単元終了後の動物の余命への責任の所在が明確で

あることなど、飼育期限と返却先の存在がもたらす効果と生活科における動物飼育の課題解決の端緒が示された。

キーワー ド: 生活科 動物飼育 企業や機関との連携 CSR

1 はじめに            '
小学校生活科の「内容 (7)動植物の飼育・栽培」

では、継続的な飼育を行 うことを通して生命の尊さに

ついて実感を伴つた学びが求められている。しかし、

学校週 5日 制や鳥インフルエンザヘの対応などにより、

飼育小屋をもたない学校が増えた。また、教室内飼育

の場合にも、年度末のクラス編制時に動物の所在が問

題となる (田 官・長田 片野,2012)。 さらに、「学

校周辺の地域にいる昆虫や魚類を飼育し、お茶を濁し

ている」 (田 宮,2012)と 語っている教師もいるが、

子どもたちの安全を確保 しながら、昆虫や魚類を捕る

場所すら周辺にない学校もある。また、バッタやカマ

キリ等の昆虫は継続的な飼育は難 しい。

現在、第一筆者は、静岡市立日本平動物園と静岡大

学教育学部附属静岡小学校の協力のもと、「生活科に

おける動物園との連携による動物飼育」 (科学研究費

基盤研究 (C))|こ おいて、小学校に「モルモット貸

し出し」と「モデル指導計画」を提示し、その実践の

効果を検.Iしている。地域の機関との連携により、生

活科における動物飼育の課題を解決していこうとする

ものである。

本稿では、企業や機関との連携を生かした生活科に

おける動物飼育を概観するとともに、特に地域の企業

や機関との連携に注目し、連携による効果と連携先と

の関係づくりの要諦について明らかにすることを目的

とする。

ところで、「学校・地域・家庭」というフレーズは

よく使用されるが、学校も家庭も大きな意味での「地

+ 教育学部学校教育講座
‥ 教育学部附属静岡小学校

域」に包含 され る。つまり、 「地域 との連携」 とい う

一言でまとめることは難 しい とい うことである。そこ

で、朝倉 ら (2004)は 、 「地域」を「地方公共団体や

地域の共同体、ボランティアサークルやスポーツ同好

会等団体 組織 としての地域」と定義 し、さらに、こ

の「地域Jを含んだ 「空間としての地域」に学校、家

庭、大学が存在す ると定義 し、エコミュージアムの発

想に基づ く「学校 家庭・地域の連携」について生活

科の実践の具体的な枠組みと方法を示 して した。 この

枠組みには、学校、家庭、地域のはかに、 「 (朝倉 ら

の所属する)大学」を加え、4者での枠組みを示 して

いるのだが、大学 と同様に地域における機関や企業 も

連携の一定の役割を受け持つことができるのではない

かと朝倉は提案 している。なお、筆者の調べた限 りで

は、生活科学習について「地域」 (朝倉,2004)や企

業、機関との連携についての研究は限られていた。

しか し、小学校教育全般における「地域」 との連携

については、学校 と地域住民との望ましい役割分担や

連携のあり方 (梅 田・相澤・鈴木,2004)や小学校 と

地域住民のかかわる活動について、参加者の活動への

かかわ り方の特徴 (渡邊 相澤・菅原,2007)を示 し

た研究、また、学校 ビオ トープ活動を学校 と地域の連

携の場 として継続す るための方策 (榎本・松本,2007)

を提示 した研究等がある。 このように 「学校がアン

カーポイン ト (個人 と環境 との相互交流を促進する機

能を持つ)と しての役割」 (小泉,2002)を担 う連携

については明 らかにされていた。

一方、企業や機関との連携は、大阪教育大学、柏原

市、大阪府中部農 と緑の総合事務所による小学校の総
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合的な学習の時間の森林体験学習支援 (関 ら,2005)、

ミュージアム・ リテラシー向上をめざした科学系博物

館と学校 との連携活動の紹介 (山 中・川上,2008)、

原子力安全システム研究所によるエネルギー環境教育

の支援に関する研究 (橋場・堤端,2008)等、機関と

の連携に関する研究があったが、これ らは学校側から

の報告ではなく、機関側の視点が中心である。

2 連携先について

(1)第 1学年 「ザリガエはかせに なろう !」

連携先の静岡ガス (静岡瓦斯株式会社)は、 1910

年に設立された静岡県中東部の販売拠点とする都市ガ

ス会社である。 「環境にや さしい」 といわれている

LNGを 1996年 より導入 し、環境と調和のとれた豊か

な地域社会の実現をめざしている企業である。 「次世

代への取 り組み」 として「エコ・クッキング」、「環

境教育J、 「火育」、 「食農体験」などを実施 してい

る。静岡支社構内 (静岡市池田)の畑では、無農薬野

菜を栽培 してお り、収穫体験やビオ トープの見学もで

きる。本単元では、ビオ トープに生息するザ リガニ

(ア メリカザリガニ)を学習対象としている。

(2)第 2学年 「ぼく わヽたしはモルモットの飼育員」

連携先は、1969年に開園 した静岡市立日本平動物

園である。現在では、約 180種 700点の飼育動物、面

積約 13ヘ クタールの国内で有数の動物園である。幼

児動物教室、職場体験学習、校外学習、ツアーガイ ド、

出張動物園ガイ ドなど様々な学校対応事業を行つてい

る。また、「命の大切さを学ぶJこ とを目的につくら

れた「ふれあい動物園」では、ヤギ・ ヒツジ舎では餌

や り体験、ウサギ・モルモ ット・ ヒヨコなどの小動物

とのふれあいなどができる。本単元では、日本平動物

園のモルモットを学習対象とした。

3 実践事例

(1)第 1学年「ザ リガニはかせに なろう !J

①単元の概要

本単元は、ザリガニの飼育をすることを通 して、自

分が世話をすることがザリガニの生命を守ることにつ

ながることに気付き、生き物を大切にしたり、相手の

立場に立って考え、行動したりする子どもの姿を願い、

構想 した。

静岡ガスと連携 し、自分の作った釣 り竿と考えたエ

サで、ザリガニ釣 りを行つた。

・捕まえたザ リガニをどうするか話 し合い、教室で 1

人 1匹大切に世話することにした。

②単元を通した子どもの変容

【第 I期 ザリガニヘの興味・ 関心が高まる】

2014年  9月 3日  教師のザ リガニとの出合い

。かわいい 触ヽ りたい

。ザリガニ釣 りをやつてみたい

9月 4日  竿作 り

・楽しみ

・エサは何にしよう?

9月 12日  ザ リガニ釣 り(自 分のザリガニとの出合い
)

。やつた !釣れた

。名前をつけたよ

・飼って大切に世話 したい !!

【第Π期 自分が考えた世話をしたい

自分本位の見方・考え

9月 12日  1人 1匹の飼育がスター ト

・ どんな世話をしてあげたらいいの ?

【第肛期 日々 の飼育活動での成長や変化に関する気

付き】

9月 16日  初めてザリガニの

脱皮を見る

・死ん じゃった ?食べ られ

ちゃつた ?

・殻を脱いで大きくなるなん

て、自分の脱いだ殻を食べる

なんて、ビックリ !

9月 22日  ザリちゃんが死んじゃった
,大切にお世話していたのに何で ?

・悲しい

・寂しい

・お世話つて難しいよ

9月 25日  メスザリガニが卵を抱えているのを発見

・水換えしないで、そっとしてあげよう

・無事に赤ちゃんが生まれるといいな

【第Ⅳ期 自分のかかわり方に対する気付き】

10月 2日  ザリちゃん脱走

・広いところがいいの ?

・家族のところへ帰 りたいの ?

,自 然の方がいいの?

10月 16日  自分のザリちやん紹介

・仲良くなつたよ

,世話を続けてきたよ

・私はザ リちゃんのお母さん

。命を預かつているんだよ

。これからも大切にお世話 していくよ

【第V期 ザリちゃんにとっていいのは?

の立場 に立った見

10月 22日  冬、自然の中では、ザ リちゃんが冬眠す

ることを知る

・今までと同じお世話でいいのかな ?

・教室で冬眠させようか、でも心配
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・温かい家で世話を続けようか

10月 23日  ザリちゃんを自然に帰 してあげたいよ

。そんなの寂しい。ずっと一緒にいたい

ザリちゃんには、生命があるんだよ

。自然の方が生きやすいよ

・ザ リちゃんにとっていいのは ?

【第Ⅵ期 生命をもっていることへの気付き】

10月 31日  ザリちゃんのための決断をしたよ

・ザリちゃんは私の物 じゃない。 自然に帰 してあげる

よ

・敵や自然の厳 しさから守つて、家で大切にお世話す

るよ

H月 22日  ザリちゃんのお別れ会

(ビオ トープに帰 しに行く)

。ありがとう。ずっと忘れないよ

・無事に冬を越 してね。元気でね

③考察

【ザリガニとの出合い ～静岡ガスとの連携～】

どの子も「ザ リガニを飼いたい」という思いをもつ

ことができるようなザリガニとの出合いにするために、

自分で作った釣 り竿をもつてザリガニ釣 りに行 くこと

にした。そこで、たくさんのザリガニがいるビオ トー

プをもつ静岡ガスに依頼 し、ザリガニ釣 りをさせてい

ただくことにした。静岡ガスでは、自然観察教室やエ

コ・クッキング教室などを開き、地域への環境教育に

取 り組んでいる。今回の依頼にも快く協力 していただ

き、ビオ トープで釣 りをさせていただいただくことに

なった。また、ザリガニ釣 り当日には、5名 の職員の

方が、釣るためのア ドバイスをして下さつた り安全を

見守つたりして下さった。 日の前でザリガニに逃げら

れてしまったリエサだけ食べ られてしまった りと、最

初はなかなか釣れずに悔 しい思いをしていた子どもも、

慣れてくるとコツがわかってきたり友達が上手に釣る

様子を見て真似たりして、ザ リガニが釣れた喜びを味

わうことができた。学校までの帰 り道、子どもたちの

話題は、ザリガニにつけてあげたい名前やこれからし

てあげたいことなど、ザ リガニー色だった。 どの子に

も、「自分の釣つたザリガニを飼いたい」 「大切に世

話 してあげたい」 という思いが生まれていた。

【成長や変化に関する気付き

～秋にザ リガニの飼育をするよさ～】

9月 12日 のザ リガニ釣 り。 「すごい !お腹 とお腹

でくっついているよ。」 「これって、交尾 じゃない ?」

「交尾つて何 ?」 「結婚 したつてことだよ。」 「へぇ

～、すごいね。」釣 りをしている最中に、パケツの中

の 2匹のザリガニが交尾 したところを見ることができ

た。

1人 1容器で飼い始めてすぐに、 1匹のザ リガニが

脱皮をした。脱皮 した抜け殻を見た子どもは、 「先生、

○さんのザ リガニが死んじゃった」、 「違 うよ。誰か

のザリガニが○さんのザ リガニに食べられちゃったん

だよJと 、朝から大騒ぎだった。 しかし、誰のザ リガ

ニもいなくなっていないことがわかると、 「これって、

脱皮じゃない ?」 と虫博士の子 どもが言い出した。図

鑑や本で脱皮のことを知っている子 どもももいたが、

実際にザリガニの脱皮を見たのはどの子も初めてだっ

た。ザ リガニが殻を脱いで大きくなること、抜け殻が

あまりにきれいなことにも驚いていたが、もつと驚い

たのはザリガニが自分の抜け殻を食べたことだった。

その後 1か月、毎 日のようにザ リガニの脱皮が教室で

見られ、多くの子のザリガニが脱皮をした。また、無

精卵だつたが、 1匹メスザ リガニが産卵しお腹に卵を

抱えた姿も見ることができた。

飼育 している間に、子どもが経験 したのは、驚きや

喜びだけではなかった。大切に世話 していたにも関わ

らず、脱皮の失敗でザリガニが死んでしまった子は、

悲 しさと寂しさで涙が止まらず、そのザリガニのお墓

からなかなか離れることができなかった。また、飼い

始めた頃はまだ暑い 日が続いていたことや世話に慣れ

ていなかったことから、エサをあげ過ぎてその食べ残

しが腐 り、水が汚れて死んでしまったザリガニもいた。
「世話 していたのに・・・」とい う悲しく悔しい思い

が、「なぜ死んでしまったのか ?」 と本や図鑑で調べ

る原動力になつた。世話 したことによって得た気付き

や本や図鑑から得た気付きを対話 し共有することで、

子どもは世話の仕方を変えていった。

また、日に日に涼しくな り、ザ リガニの世話はじや

すくなっていったが、10月 も中旬を過ぎると朝夕は

寒 さを感 じるようになつた。そ うした季節の変化を

きつかけに、 「これから冬に向けてどんどん寒くなつ

ていくけれど、世話はこれまでと同じでいいのかな ?」

と、考えていくことができた。ザ リガニの交尾、脱皮、

産卵を見ることができたり、季節に合わせた世話を考

えることができた りしたのは、秋にザ リガニを飼育す

るよさではないかと考える。

【生命をもつていることへの気付き

～ 「ザ リちゃんには、生命があるんだよ !」 ～】

ザ リガニが寒い冬が苦手で、自然の中では冬眠する

ことを知った子どもは、冬になつたら教室の水槽の中

ではこれまでと同じ世話で飼っていけないことに気付

いた。 これまで世話を続けてきた子 どもは、 「ザ リ

ちゃんは大切な友達」、 「自分はザ リちゃんのお母さ

んJと 思 うほど、自分のザ リガニに愛着をもち、ザ リ

ガニの気持ちを自分なりに考えながら世話するように

なっていた。そんな中で、 「ザ リちゃんは、狭い水槽

の中よりもピオ トープのような広いところがいいので

はないか」、 「家族や仲間 と離ればなれになってし

まって寂しいのではないかJ、 「やっぱり自然の中の

方が暮 らしやすいのではないかJな どと考え始めてき
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ていた子どもから、 「自然の中に帰 してあげたい」と

声が上がった。 「どうしてザ リちやんを自然に帰す

の ?J、 「ザ リちゃんを帰すなんて寂 しいから絶対に

嫌 !J、 「責任もつて大切にお世話 してあげるつて決

めたんじゃなかったの ?Jと反対する子も多い中で、

ある子が発言 した。 「ザ リちゃんのこと大好きだから、

私も本当は ‐緒にいたいよ。でも、自然の中みたいに

冬眠ができなくて、ザ リちゃんが死んじゃうかもしれ

ない。ザ リちゃんには生命があるんだよ。私はザ リ

ちゃんの生命を預かっているから、ザ リちゃんに元気

で長生きしてはしい。だから、自然に帰 してあげたいJ

という発言に、何人かの子が 「ザ リちゃんの生命を守

りたいから自然に帰 してあげたいJと 発言を続けた。

すると、少 しずつ自分の考えていたことが、本当にザ

リちゃんのためなのか立ち止まって考える子どもが出

てきた。中には、「だけど自然の中にも敵がいるし、

冬の寒さは厳 しいから家に連れて帰つて、温かい部屋

で今までと同じ世話をしてあげることがザリちゃんの

ためJや 「ザリちゃんも私 と一緒にいたいと思つてい

る。ザリちゃんの生命は人間よりも短いから死んでし

まうこともあるかもしれない。だけど、最後まで飼っ

て大切にお世話を続けてあげることがザ リちゃんのた

め」と考える子もいた。 しか し、自然に帰すと考えた

子も、このまま世話を続けると考えた子も、どの子も

ザ リちゃんの生命をどう守ることができるかを考えて

いた。

最終時、子どもたちの決断は、 「自然に帰してあげ

るJ22人、「家に連れて帰つて飼 う」12人 という結

果だった。前時「学校で冬眠させる」と考えていたこ

の中にも最終時に考えを変える子もいた。最終時に子

どもたちは自分のザリガニに対して次のような手紙を

書いている。

はやぶさくんヘ

ぼくの ざりちゃんは さわろうとすると す

ごい あばれます。はやぶ さくん だけどすきだ

よ。おわかれするのは さみ しいけど、ぼくのこ

とは わすれないでね。ず― と いっしょに い

たいけど ながいき して は しいから つった

いけに かえすよ。 どにちに だっび したのは

びつくりして ぼくも おどろきました。 (T)

飼育活動は、生き物を大切に世話 しようとする態度

を育てる。もう一歩踏み込んでその生き物の気持ち

(立場)に なりその生命を考えたとき、気付きの質を

局めることができる。そのために(教師は生き物の生

命に触れている子どもの考えに、他の子も触れること

ができる場を設定することが大切なのだと考える。

【一人ひとり飼 うことのよさ】

今回、本校の生活科部では、 1年生でザリガニ、2

年生でモルモットの飼育を行った。 1年生は丈夫な生

き物を 1人 1匹飼育し、2年生は繊細な哺孝L類をグ

ループで飼育することが発達段階に適 していると考え

たからだ。最初に単元を構想 したとき、子どもは慣れ

てくると世話を忘れたり面倒になった りするだろうと

考えていた。 しかし、実際には 「エサを食べてくれた」
「隠れ家が気に入つたみたいJと 、自分の世話にザ リ

ガニが見せる反応がうれしくて、子どもはますます世

話に力を入れていつた。また、あまり動きが見られな

い日には 「どうしたのかな ?」 と心配 し、休み時間の

たびに見に行 く姿が見られた。こうした姿が見られた

のは、1人 1匹飼ったことで「自分のザリガニ」とい

う意識が持てたからだと考える。

【連携の中での単元構想】

この単元を実践するにあたり、第・ 筆者が紹介 した

静Frl市立安東幼保園の鈴木富美子教頭か ら、前任園の

東豊 日幼稚園の親

子でのザ リガニ釣

りの実践について

教 えていただき、

単元の一部 に取 り

入れた。また、静

岡ガス様 には、お

忙 しい中、多 くの

スタッフに協力を

いただき、ザ リガ

ニ釣 りを行 うこと

ができた。

(2)第 2学年「ぼく

①単元の概要

わたしはモルモットの飼育員」

本単元では、モルモットを飼育することを通 して、

自分が世話をすることが、モルモットの生命を守るこ

とに繋がるということに気付き、生き物を大切にした

り、相手の気持ちを考えて行動したりする大切さを実

感する子どもの姿を願い、構想した。

・ 9月 から自分たちですルモットの飼育を行うこと

を見据え、6月 に日本平動物園の飼育員と連携し、

飼育員の「仕事内容」、「仕事に対する思い」、
「動物に対する思いJな どを学習した。

・ 9月 に日本平動t/J園 の「モルモット貸し出し制度J

を活用し、子どもたちが飼育員となり、教室で 3

匹のモルモットを飼育した。

②単元を通した子どもの思考の変容過程と考察

元「動物園の飼育員さんについて調べようJ

単元 「ぼく・わたしはモルモットの飼育員Jに入る

前に、国語 「どうぶつ園のじゅうい (光村図書 2年・
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上)Jで、 「動物園の獣医」の仕事内容を 2014年 6

月に学習 した。

日本平動物園に行き、様々な動物を見学するととも

に、毎日行われている「ゾウの トレーニング (ゾ ウの

健康管理のためのチェック)」 を解説付きで見せても

らつた。この単元では、体験後の次のような子どもに

疑問が生 じた。

1)「飼育員さんと獣医さんの違いは何 ?J

子どもは、 「ゾウの トレーニングJを見て気付いた

ことを以下のように述べていつた。

AI日 の中を消毒した り、足の爪に病気がないか

調べたりしているから、あの人は獣医さんだよ。

B:え ?で も、同じ人がウンチを掃除した り、エサ

をあげたりしていたよ。掃除やエサは飼育員さん

の仕事 じゃないの ?

C:あの人は、飼育員さん ?それとも獣医さん ?

D:飼育員さんと獣医さんってどう違 うの ?

EI飼育員さんは「お父さん お母さんJで、獣医

さんは 「お医者 さんJなんじゃないの ?だから、

ぼくたちが風邪をひいたらお業を飲ませてくれる

のは、お母さんでしょ?でも、そのお薬をくれる

のは、お医者さんだから、あの人はきつと、飼育

員 さんだよ。

子どもは、「トレーニングをしているのは獣医さん

なのか ?それ とも飼育員さんなのか ?」 と問いをもち、

そこから飼育員の姿に日を向けていった。

問いをもつた子どもが 「問いを解決 したいJ「飼育

員さんに直接聞きたい」 とい う思いになったところで、

日本平動物園の飼育員の山本 さんに学校に来ていただ

き、お話をしていただいた り子どもたちの質問に答え

たりしていただいた。

子どもは、飼育員の仕事内容にカロえ、飼育員 という

仕事の魅力、仕事や動物に対する飼育員 さんの思いと

願いについて知ることができた。子どもは、自分たち

が想像もしていなかつた仕事を飼育員さんが行つてい

ることや予想以上に飼育員の仕事の数が多く、大変な

ことに気付くことができた。

2)「 なぜ、山本さんは飼育員の仕事が好きなの ?」

この後、子どもから新 しい問いが生まれた。それは、

山本さんの 「仕事が好きです」 とい う言葉が引っか

かったからである。 「あんなにたくさんの大変な仕事

をしているのに、何で仕事が好きなんだろう?J「 ウ

ンチの掃除とか、汚い仕事もあるのに、何で仕事が好

きと言えるのかな ?」 とい う問いが子どもから生まれ

た。

そこで、教師が山本 さんにインタビューをした様子

をビデオで撮影 し、子どもに見せた。山本さんは質問

の答えに対し、「動物が好きだからJ、 「お客さんに

楽しんでもらうと、うれ しいから」、 「動物を増やす

とい う自分の夢が叶えられるからJと 答えてくださっ

た。また、最後に教師が「動物園に来る人にお願いし

たいことは何ですか ?Jと 聞くと、 「自分がされて嫌

なことは、動物にしないではしい」と答えてくださっ

た。 この言葉は、

この後、自分たち

が飼育員 となって

モルモ ッ トのお世

話 をしてい く際に、

ず つと子 どもの心

に残っていた。

1)導入 モルモットの飼育員になつてみない ?

本単元の導入は、教師が飼育員の山本さんからの手

紙を読むところから始まった。内容は「日本平動物園

にはモルモ ッ ト貸 し出 し制度があること」そ して、
「モルモットの飼育員をやってみないか ?」 とい うこ

とだった。

導入での子どもの思考の変容を大まかに示すと以下

のようになる。

「飼 うことができるだ か ?

↓

元 「ぼく・ わた しはモルモ ッ トの

「モルモットを飼うために よいのか ?

↓

ルモットの飼育の

手紙を読んでもらった子 どもは、 目を輝かせ、す ぐ

に 「や りたい IJと 言つた。 しか し、その 一方で以下

のような声 も挙がつた。

「モルモットのことを調べたいJと いう思いは共通

していたため、本でモルモットについて調べる時間を

設定した。子どもは、「モルモットのエサJ、 「糞ゃ

尿の掃除の仕方 J、 「家 (ケ ージ)の中の環境 J、

「性格」、 「体の特徴Jな ど様々なことを調べた後、

日本平動物園に行き、モルモッ トを貸 してもらった。

そして、ここから 3匹のモルモッ トの飼育員としての

日々が始まった。

A:や りたいけど、心配。死なせちゃ うかもしれな

い。自分たちに責任 もってできるか心配。

B:モ ルモ ットの飼育員になりたいけど、私、モル

モ ットのこと何 も知 らない。エサとか掃除の仕方

とか、わからないことがいっぱい機のに、お世話

ができるのか心配。

CIモルモ ットのことをちゃんと調べたり、飼育員

い /‐ りしたい
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2)展開 モルモットの飼育

展開での子どもの思考の変容を大まかに示すと以下

のようになる。

テ当番を決めた0

↓

日誌 をつけたし

↓

ルモットのことを他の人に知 らせた0

↓

ていると考える。子どもは、モルモ ットの様子や糞の

数、どんなエサを入れたのかについて毎 日記録 して

いった。

【モルモットのことを他の人に伝えたい】

飼育 日誌をつけることで、子どもはモルモットのこ

とをよく観察していた。糞については、数だけでなく、

糞がある場所がいつも隅であること。そ して、それは

モルモットがいつも隅にいるからであるということ。

隅は隅でも、モルモットによって場所が違 うこと。野

菜については何を一番食べるのか、記録 してある飼育

日誌を見ながら「モットは人参」、 「モルはキャベツ」
「ミッちゃんは、レタス」、 「どのモルモ ットもキャ

ベツの芯の部分は食べない」などとそれぞれのモル

モットの特徴に気付いていった。

そんな子どもたちには「モルモットのことを、もっ

とたくさんの人に伝えたい」 とい う思いが膨 らんで

いつた。

そこで教師は、本校の研究協議会で「2年 1組ふれ

あい動物園」の場を設定 した。子どもは、本で調べた

ことに加え、自分たちが飼育員の仕事を続ける中で得

た気付きを参観者に伝えた り、モルモットと触れ合っ

てもらつたりした。子どもは、 「お客さんに伝えられ

た喜び」を感 じ、「お客さんに伝えられるくらい、モ

ルモッ トに詳 しくなつた自分 自身」 「飼育員をがん

ばつてきた自分自身」に気付くことができた。そして、

子どもか らは 「もう一回や りたい !Jと い ぅ声が挙

がつたため、2

週間後に参観会  )
で保護者を対象

に、さらにその

後、1年生を対

象に、合計 3回

の「2年 1組ふ

れあいどうぶつ

園」を行つた。

【土・日のモルモットのホームステイ】

飼育員の仕事を始め 1か月以上が経過し、飼育員の

仕事にすっかり慣れた頃、子どもから「土日のお世話

はどうしているの ?」 という声が挙がった。そして、
「土日は、家に連れて帰つてお世話したいJ、 「飼育

員は自分たちだから、家に連れて帰りたい」という意

見が出された。そこで、子どもは家に帰り、保護者を

説得し、「土日のモルモットのホームステイ」を行う
ことになった。子どもの熱意が保護者をも動かすこと

になった。

3)ま とめ お別れ会をしよう
12月 1日 にモルモットを返却することになり、子

どもからは「お別れ会をしたい」という声があが り、

子ども主体のお別れ会を行った。その日の日記に次の

日のモルモットのホームステイ

【名前をつけたい】
モルモ ッ トを連れて帰つてきた子 どもからす ぐに

「名前をつけたい」 とい う声が挙が り、話 し合いに

入つた。 「性別がわからないから、もし、男の子だつ

たら、その名前はかわいそ うじゃない ?」 「でも、男

の子でもあだ名で “ちゃん"を付けて呼ばれている子

もいるから、いいんじゃない ?」 など様々な意見を出

し合いながら、 「モット」、「モル」、 「ミッちゃん」

という名前に決定した。

【飼育当番を決めたい】

名前が決まると、子どもから「飼育当番を決めよう」

という声が挙がつた。子どもからは以下の 3つの案が

出された。

a 番号順で回す。 1匹 のモルモットに対 して 2人

の飼育員が担当する。

b 席の班で回す。 1匹 のモルモットに対 し、1つ

の班 (5～ 6人)が担当する。

c 席の班で回す。3匹のモルモットに対 し、1つ

の班 (1匹 当た り 1～ 2人)が担当する。

話し合いの中で、まず出てきたのは「bは、人数が

多くなるから喧嘩になつて、うるさくなり、モルモッ

トにストレスを与える。かわいそう」という意見だつ

た。そのため、 1匹のモルモットに対して少ない人数

が担当するaか cに なつたが、 cの場合、 5人の班は、

1人でやらなければならない子が、大変だから、 aが

一番いいという結論に至った。飼育当番を決めるだけ

でも、 1時間の話し合いを行つたが、どの子どもにも
「モルモットのために一番いい方法をとりたい」とい

う共通の思いがあった。

【飼育日誌をつけたい】

子どもからは「飼育日誌をつけたい」という声も挙

がつた。これは、飼育員の山本さんから「飼育日誌を

つけているJと いうお話を開いたこと、動物園見学の

際に、動物園にある「ふしぎな森の城」の飼育員コー

ナーに置いてある飼育日誌を実際に見たことが影響し
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ようなことが書かれていた。

今日、5時間目にモルモットが帰ってしまいまし

た。ぼくは、この日が来てはしくありませんでし

た。なぜかというとぼくはモルモットが大大大すき

だからです。ぼくはれおくんといっしょにないてし

まいました。モルモットも「キュー。Jや「キュー

ウイ。」などいろいろな声でないていました。ぼく

はモルモットもかなしいのかなあと思いました。 日

本だいらにぜつたいに会いにいきます。今日ぼくの

心に穴ぼこがあいたみたいです。

③動物園と連携 した単元を組むことの効果

抱いて温かみのある動物が学校でも簡単に飼 うこと

ができ、昆虫やザリガニでは感 じることができない生

命の温もりが身をもつて感 じられる。そのため、子ど

もには「大事にしたいJ、 「命を守 らなければ」とい

う思いが必然的に生まれた。

また、飼育員の話を直接聞くことができ、 「本物を

味わう」ことができる。本物の飼育員と関わつたこと

で、子どもにとつて飼育員が身近な存在、頼 りになる

存在、 「お手本」となり、困った時やわからないこと

があった時にも専門家の知識を頼ることができたり、

飼育員から開いた言葉を参考に飼育の仕事をしたりす

る姿が見られた。

継続的な飼育について、どの程度の飼育期間を継続

的とみるかという議論は別の稿に譲るとして、期限が

あることで、自然な形での子どもたちの動物への愛着

の深まり、葛藤など思考の変容を見ることができた。

また、単元終了後も動物の幸せを安心して見守ること

ができるのも動物園の連携 した単元構成の効果だと考

えている。

4 総合的考察

連携とは、互いに連絡をとり協力 して物事を行 うこ

とという意味があり、例えば、「産学官連携」につい

ては、大学等が生み出す知識に社会的付カロ価値を付与

するプロセスがより効果的になると期待 されている。

つまり、単独で行 うよりも、連携を図ることで、大き

な成果が生み出すことができるとい うことだ。

(1)単 元終了後の動7/Jの余命に対する責任

生活科で課題 となっている継続的な動物飼育を企業

や機関との連携のもと、本稿における実践事例も成果

を上げることができたと考えてよいだろう。特に、単

元終了後の動物の余命についての責任の所在がはっき

りとしているとい う点は、生活科の動物飼育の困難な

状況を克服するものである。

第 2学年のモルモットの飼育活動では、責任をもつ

て世話をしてきたモルモットの命を守 り続けてくれる

人がいること、そ して再び会 うことができるとい う

ことを確信 した上で、これからの自分の行動が 日記

に綴 られている。これは「生命をもつていることや

成長 していることに気付き、生き物への親 しみをも

ち、大切にする」 (文部科学省,2008,p34)子 どもの

姿の表れである。

また、第 1学年が飼育した 「アメリカザリガニ」

は、 「特定外来生12/JJで はないものの「未判定外来

生物」に指定されてお り、生態系への悪影響を及ぼ

す可能性があるため適切な理解 と取扱いを要する生

物である。 しか し、生活科新設当初より、ザ リガニ

の飼育は多くの学校でなされてきた。現行の『学習指

導要領解説 生活編』でも、「地域の自然環境や生態

系の破壊につながらないように、外来生物等の取扱い

には十分配慮 しなければな らない」 (文 部科学省 ,

2008,p36)と 明記 されているが、その具体的な方法

は述べられていない。

本実践では、1人 1匹ずつ飼育することで、繁殖を

させないことに配慮した。また、単元終了時には、自

宅で飼育を継続する児童には、『学習指導要領解説

生活編』に述べられている配慮事項を各家庭に伝え、

生態系について親子で考える機会をつくった。企業に

返却したザリガニは、セキュリティの厳格な企業構内

のビオ トープから外部に流出することは考えがたい。

企業との連携により、適切な配慮のもと実践された飼

育活動である。

(2)継続的な連携

現在、企業には CSR(Corporatc Sodd RcspOnsbil● )

が求められてお り、連携先の静岡ガスは地球温暖化防

止、環境コミュニケーション活動、循環型社会形成ヘ

の取 り組みに力を入れている。また、日本平動物園は

「いのちの博物館Jと して種の保存、教育・環境教育、

調査・研究、レクリエーションとい う 4つの役割を

担つている。いずれも環境教育について期待されてい

る施設であるが、企業や機関にとっては、イメージの

向上や理解者を増や していくことも重要である。

関ら (2005)は、多様な機関が連携 して協働活動を

展開する場合、各機関のめざす 目標が一致するとは限

らない。そのため各機関がそれぞれの明確な目標を

もつて協働事業に取 り組むことの重要であると示唆 し

ている。つまり、どちらか一方が協力をするのではな

く、互恵関係を構築 していくことで、連携を強化 し、

継続 していくことができるということである。

モルモッ トの飼育では、動物園への愛着が深まり親

子で頻繁に足を運ぶなど副次的な効果も期待される。

案践を学校だけにとどめるのではなく、学会や研究会

で発表をすることで、企業や機関の取 り組みの広報に

も繋が り、イメージの向上にも貢献できるのではない
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